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(57)【要約】
【課題】画像処理に係るパラメータを簡易な操作で設定
することができる内視鏡システムを提供する。
【解決手段】デジタル画像処理部３は、画像に対する画
像処理を実行する。制御部１０は、画像処理に係るパラ
メータを経時的に更新する。表示部７は、制御部１０に
より経時的に更新されたパラメータに対応した画像を表
示する。制御部１０は、操作部８に表示画像の決定に係
る操作が入力されたときに、表示部７が表示した画像に
対応したパラメータをデジタル画像処理部３に固定する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡で得られた画像を処理し、表示する内視鏡システムにおいて、
　前記画像に対する画像処理を実行する画像処理部と、
　前記画像処理に係るパラメータを経時的に更新するパラメータ制御部と、
　前記パラメータ制御部により経時的に更新された前記パラメータに対応した画像を表示
する表示部と、
　表示画像の決定に係る操作を入力する入力部と、
　前記入力部に対して前記表示画像の決定に係る操作が入力されたときに、前記表示部が
表示した画像に対応した前記パラメータを前記画像処理部に固定するパラメータ設定部と
、
　を備えたことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記表示部は、前記パラメータ制御部により経時的に更新された前記パラメータに対応
した画像として、前記パラメータの変化に応じて表示形態が変化するグラフィック画像を
表示することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記パラメータ設定部はさらに、前記パラメータ制御部により経時的に更新された前記
パラメータを前記画像処理部に仮設定し、
　前記表示部は、前記パラメータ制御部により経時的に更新された前記パラメータに対応
した画像として、前記パラメータが仮設定された前記画像処理部が前記画像処理を実行し
た画像を表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記パラメータ設定部はさらに、前記入力部にキャンセル操作が入力されたときに、前
記画像処理部に固定した前記パラメータを元に戻す、または前記画像処理部に固定した前
記パラメータを所定値に設定することを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載
の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記入力部は、前記表示画像の決定に係る操作および前記キャンセル操作のみの入力が
可能であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記画像処理部は、
　同一の画像に対して異なる画像処理を実行する複数の処理部と、
　前記処理部によって処理された複数の画像を混合する混合部と、
　を備えたことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれかに記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡で得られた画像を処理し、表示する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の画像を１つの画像にブレンド（混合）して出力する方法が開示されている。例え
ば、特許文献１には、スペックルと構造物の画像を一定の比率でブレンドする方法が開示
されている。また、特許文献２には、ユーザが指定したダイナミックレンジを有する画像
同士を混合する方法が開示されている。また、特許文献３，４には、ユーザが画面上のス
ライダバーを動かすことによって、好みのブレンドの比率を指定する方法が開示されてい
る。
【特許文献１】特開２００６－６１８号公報
【特許文献２】特開２００６－３１０９２６号公報



(3) JP 2009-136454 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

【特許文献３】特開２００４－２３１７７号公報
【特許文献４】特開平１０－１６４４３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　内視鏡システムにおいても、画像全体の視認性の向上のため、複数の画像処理が施され
た画像をブレンドする機能を有している。内視鏡システムでは、観察中に内視鏡の操作を
行わなければならず、ユーザの手がほとんど塞がった状態であり、患部を見逃さないよう
、常に画像を監視し続ける必要がある。このため、内視鏡システムでは、画像のブレンド
等の画像処理に係るパラメータを簡易に設定できることが望ましい。
【０００４】
　これに対して、特許文献１に記載された方法では、ブレンド比率が一定値であり、複雑
なブレンド方法に対応することができない。また、特許文献２に記載された方法では、ユ
ーザがボタン操作によりダイナミックレンジを指定するが、画面上の選択候補の中から所
望のダイナミックレンジを選択する操作が複雑である。また、特許文献３，４に記載され
た方法では、ユーザがマウス等で画面上のスライダバーを動かすことによりブレンドの比
率を指定するため、ユーザに負担が掛かる。
【０００５】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであって、画像処理に係るパラメータを
簡易な操作で設定することができる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、内視鏡で得られた画像を処理
し、表示する内視鏡システムにおいて、前記画像に対する画像処理を実行する画像処理部
と、前記画像処理に係るパラメータを経時的に更新するパラメータ制御部と、前記パラメ
ータ制御部により経時的に更新された前記パラメータに対応した画像を表示する表示部と
、表示画像の決定に係る操作を入力する入力部と、前記入力部に対して前記表示画像の決
定に係る操作が入力されたときに、前記表示部が表示した画像に対応した前記パラメータ
を前記画像処理部に固定するパラメータ設定部とを備えたことを特徴とする内視鏡システ
ムである。
【０００７】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記表示部は、前記パラメータ制御部により
経時的に更新された前記パラメータに対応した画像として、前記パラメータの変化に応じ
て表示形態が変化するグラフィック画像を表示することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記パラメータ設定部はさらに、前記パラメ
ータ制御部により経時的に更新された前記パラメータを前記画像処理部に仮設定し、前記
表示部は、前記パラメータ制御部により経時的に更新された前記パラメータに対応した画
像として、前記パラメータが仮設定された前記画像処理部が前記画像処理を実行した画像
を表示することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記パラメータ設定部はさらに、前記入力部
にキャンセル操作が入力されたときに、前記画像処理部に固定した前記パラメータを元に
戻す、または前記画像処理部に固定した前記パラメータを所定値に設定することを特徴と
する。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡システムにおいて、前記入力部は、前記表示画像の決定に係る操
作および前記キャンセル操作のみの入力が可能であることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の内視鏡システムは、前記画像処理部は、同一の画像に対して異なる画像
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処理を実行する複数の処理部と、前記処理部によって処理された複数の画像を混合する混
合部とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、画像処理に係るパラメータが経時的に変化すると共に、そのパラメー
タに対応した画像が表示され、表示画像の決定に係る操作が入力されたときに表示された
画像に対応したパラメータが画像処理部に固定されるので、パラメータを簡易な操作で設
定することができるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　まず、本発明の第１の実施形態を説明する。図１は、本実施形態による内視鏡システム
の構成を示している。図１に示すように内視鏡システムは、イメージャ１、イメージャＩ
／Ｆ２、デジタル画像処理部３、グラフィック生成部４、重畳部５、画像出力部６、表示
部７、操作部８、パラメータ格納部９、および制御部１０を有している。
【００１５】
　イメージャ１（撮像素子）は内視鏡の先端に設置されており、観察対象物を撮像して撮
像信号を出力する。イメージャＩ／Ｆ２はイメージャ１を駆動すると共に、イメージャ１
から出力された撮像信号をデジタル画像信号に変換し、デジタル画像処理部３へ出力する
。このデジタル画像信号は、内視鏡で得られた画像（以下、内視鏡画像とする）を構成す
る信号である。デジタル画像処理部３は、入力されたデジタル画像信号に対して階調補正
等の画像処理を実行する。グラフィック生成部４は、操作画面上で内視鏡画像と共に表示
するグラフィック画像（メッセージやグラフ等）用のグラフィックデータを生成する。
【００１６】
　重畳部５は、デジタル画像処理部３によって処理されたデジタル画像信号に対して、グ
ラフィック生成部４によって生成されたグラフィックデータを重畳（合成）する。画像出
力部６は、重畳部５によって処理されたデジタル画像信号を表示部７での表示に適した形
式の信号に変換し、表示画像信号として出力する。表示部７は、画像出力部６から出力さ
れた表示画像信号に基づいて、画像（内視鏡画像とメッセージやグラフ等のグラフィック
画像）を表示する。
【００１７】
　操作部８は、ユーザが内視鏡システムの操作入力を行うためのボタンやレバー等を有し
ている。特に、デジタル画像処理部３に設定される画像処理用のパラメータの設定を行う
ため、操作部８は図２に示すレバー８ａを有している。このレバー８ａは２方向（Ｘ方向
およびＹ方向）に操作することが可能である。ユーザがレバー８ａをＸ方向に倒す（以下
、Ｘ操作とする）と、表示画像に対応したパラメータを決定するための決定操作を入力す
ることができる。また、ユーザがレバー８ａをＹ方向に倒す（以下、Ｙ操作とする）と、
決定したパラメータをキャンセルするためのキャンセル操作を入力することができる。
【００１８】
　パラメータ格納部９は、デジタル画像処理部３に設定されるパラメータを記憶する。制
御部１０は内視鏡システム内の各部の動作を制御する。
【００１９】
　図３はデジタル画像処理部３の構成を示している。デジタル画像信号（ＲＧＢ画像信号
）を構成する各画素の信号が階調補正部３１ａ，３１ｂに入力される。階調補正部３１ａ
，３１ｂは、入力されたデジタル画像信号に対して、それぞれ互いに異なる階調補正処理
を実行する。ブレンド部３２は、階調補正部３１ａ，３１ｂのそれぞれから出力されたデ
ジタル画像信号３００ａ，３００ｂをブレンド（混合）して出力する。デジタル画像信号
３００ａ，３００ｂをブレンドする比率（以下、ブレンド率と記載）は、階調補正前のデ
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ジタル画像信号３００ｃの輝度と、ユーザが指定するパラメータＢｋ，Ｂｘとに応じて決
定される。パラメータＢｋ，Ｂｘの詳細は後述する。
【００２０】
　次に、パラメータの指定方法を説明する。図４は、表示部７が表示する画面を示してい
る。メッセージ４００は、ブレンド率の指定が可能なモードで内視鏡システムが動作して
いることを示すメッセージである。グラフ４１０はブレンド率を示している。内視鏡画像
４２０は、内視鏡で得られた画像である。
【００２１】
　以下、図５を参照しながら、ブレンド率を示すグラフ（図４のグラフ４１０）について
説明する。このグラフは、階調補正部３１ａによって処理されたデジタル画像信号３００
ａに基づく画像Ａと、階調補正部３１ｂによって処理されたデジタル画像信号３００ｂに
基づく画像Ｂとのブレンドの比率を示している。ユーザは、直線５００の傾きＢｋと、直
線５００がグラフの軸と交わる点Ｂｘとを指定することが可能である。傾きＢｋと点Ｂｘ
が指定された場合、ブレンド率は次のように決定される。
【００２２】
　階調補正前のデジタル画像信号３００ｃの輝度をＤｉｎとすると、輝度Ｄｉｎに対応し
たブレンド率ｋは以下の（１）式に従って決定される。また、ブレンドする画像Ａ，Ｂの
輝度をそれぞれＤａ，Ｄｂとし、ブレンド後の画像の輝度をＤｏｕｔとすると、Ｄｏｕｔ
は以下の（２）式に従って算出される。
　ｋ＝（Ｄｉｎ－Ｂｘ）×Ｂｋ　・・・（１）
　Ｄｏｕｔ＝ｋ×Ｄｂ＋（１－ｋ）×Ｄａ　・・・（２）
【００２３】
　以下、図６および図７を参照しながら、パラメータの具体的な指定方法を説明する。ブ
レンド率の調整が開始されると、制御部１０は、グラフを表示するためのグラフィックデ
ータの生成をグラフィック生成部４に指示する。グラフィック生成部４は、制御部１０か
らの指示に基づいてグラフィックデータを生成する。グラフィックデータはデジタル画像
信号と重畳された後、画像出力部６を介して表示部７へ出力され、内視鏡画像と共にグラ
フが表示部７によって表示される。
【００２４】
　表示されたグラフは、図６に示すように変化する。まず、点６００が軸６１０ａ上を矢
印６２０方向に移動する。制御部１０からの指示に基づいてグラフィック生成部４がグラ
フィックデータを更新することによって、時間の経過と共にグラフ上の点６００の位置が
変化する。点６００が軸６１０ａ，６１０ｂの交点まで到達すると、点６００は軸６１０
ｂ上を矢印６３０方向に移動する。軸６１０ｂ上のブレンド率が最大の点に点６００が到
達した場合には、点６００は逆方向に移動するか、再度軸６１０ａ上を矢印６２０方向に
移動する。
【００２５】
　点６００が所望の位置に到達したときにユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は操
作部８から出力された信号に基づいて、パラメータＢｘが決定されたこと（パラメータＢ
ｘの決定操作が入力されたこと）を認識する。続いて、制御部１０は、パラメータＢｘを
固定したままグラフを変化させるよう、グラフィック生成部４に指示する。パラメータＢ
ｘが決定されると、グラフは、図７に示すように変化する。
【００２６】
　まず、点７００が線分７１０ａ上を矢印７２０方向に移動する。点７００が線分７１０
ａ，７１０ｂの交点まで到達すると、点７００は線分７１０ｂ上を矢印７３０方向に移動
する。線分７１０ｂと軸７４０の交点に点７００が到達した場合には、点７００は逆方向
に移動するか、再度線分７１０ａ上を矢印７２０方向に移動する。この間、点７５０の位
置は固定されたままであり、直線７６０の傾きＢｋが時間の経過と共に変化する。点７０
０が所望の位置に到達したとき（直線７６０の傾きＢｋが所望の傾きとなったとき）にユ
ーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は操作部８から出力された信号に基づいて、パラ
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メータＢｋが決定されたこと（パラメータＢｋの決定操作が入力されたこと）を認識する
。
【００２７】
　続いて、制御部１０は、決定されたパラメータＢｋ，Ｂｘをパラメータ格納部９に格納
すると共に、決定されたパラメータＢｋ，Ｂｘをデジタル画像処理部３に設定する。デジ
タル画像処理部３は、パラメータＢｋ，Ｂｘに基づいて、階調補正前の画像の各輝度に対
応したブレンド率を算出し、このブレンド率を用いてデジタル画像信号のブレンドを実行
する。図６および図７に示したようにグラフが変化している間にユーザがＸ操作を入力す
るとパラメータが自動的に設定されるので、簡単な操作でパラメータを設定することがで
きる。
【００２８】
　グラフが変化している間、内視鏡画像も、グラフの変化すなわちパラメータの変化に合
わせて更新される。図６および図７に示したグラフが表示されている間、制御部１０は、
表示されているグラフに対応したパラメータＢｋ，Ｂｘを把握しており、それらを仮のパ
ラメータとしてデジタル画像処理部３に設定（仮設定）する。デジタル画像処理部３は、
仮設定されたパラメータＢｋ，Ｂｘに基づいて、階調補正前の画像の各輝度に対応したブ
レンド率を算出し、このブレンド率を用いてデジタル画像信号のブレンドを実行する。グ
ラフが更新されると、制御部１０はグラフの更新に合わせて、デジタル画像処理部３に仮
設定したパラメータＢｋ，Ｂｘの値を更新する。このように、グラフが変化すると共に、
撮像した画像も変化するため、ユーザは画像を確認しながらパラメータを設定することが
できる。
【００２９】
　以下、図８を参照しながら、パラメータの指定に係る内視鏡システムの具体的な動作の
手順を説明する。ユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は、操作部８からの信号に基
づいて、パラメータの指定に係る制御を開始する。制御部１０による制御が開始されると
、内視鏡画像とグラフを含む開始画面が表示される（ステップＳ１００）。続いて、制御
部１０はパラメータＢｘ（図中のブレンド閾値），Ｂｋ（図中のブレンド割合）に初期値
を設定する（ステップＳ１０１）。
【００３０】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、パラメータＢｋ，Ｂｘをデジタル画像処理部３に仮設定する。グラフィック生成部
４は、制御部１０からの指示に基づいてグラフィックデータを生成する。また、デジタル
画像処理部３は、仮設定されたパラメータＢｋ，Ｂｘに基づいて、階調補正前の画像の各
輝度に対応したブレンド率を算出し、このブレンド率を用いてデジタル画像信号のブレン
ドを実行する。ブレンド後のデジタル画像信号に対して、重畳部５によってグラフィック
データが重畳される。重畳部５によって処理されたデジタル画像信号は画像出力部６を介
して表示部７へ出力され、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示される
（ステップＳ１０２）。
【００３１】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー８ａが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ１０３）。所定時間以内にレバー８ａが操作されなかった場合に
は、制御部１０はパラメータＢｘを更新する（ステップＳ１０４）。この後、処理はステ
ップＳ１０２に戻る。また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、制御部１０は
パラメータＢｋを更新する（ステップＳ１０５）。
【００３２】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、パラメータＢｋ，Ｂｘをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した動作と同様
にして、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示される（ステップＳ１０
６）。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー８ａが操作されたか
否かを判定する（ステップＳ１０７）。所定時間以内にレバー８ａが操作されなかった場
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合には、処理がステップＳ１０５に戻る。
【００３３】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、最終的な画像を確認するための画
面が表示され（ステップＳ１０８）、確認メッセージが表示される（ステップＳ１０９）
。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー８ａの操作内容を判定す
る（ステップＳ１１０）。Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ１００に戻る
。また、Ｘ操作が入力された場合には、制御部１０は、パラメータが最終決定されたと判
断する。この場合、制御部１０は、仮設定されているパラメータＢｋ，Ｂｘをパラメータ
格納部９に格納すると共に、デジタル画像処理部３に設定する（ステップＳ１１１）。以
上の処理が終了すると、制御部１０は、パラメータの指定に係る制御を終了する。次にパ
ラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処理部３にパラメータが固定
される。
【００３４】
　上記のステップＳ１００～Ｓ１０９の処理が行われている間、Ｙ操作が入力された場合
、制御部１０は、パラメータの設定がキャンセルされたと判断する。この場合、制御部１
０は、前回設定されたパラメータＢｋ，Ｂｘ、あるいはパラメータＢｋ，Ｂｘとして設定
可能な所定値をパラメータ格納部９から読み出し、デジタル画像処理部３に設定する（ス
テップＳ１１２）。次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処
理部３にパラメータが固定される。
【００３５】
　上述したように、本実施形態によれば、パラメータの変化を示すグラフの画像や内視鏡
画像が経時的（時系列的）に順次変化しながら表示され、ユーザが決定操作を入力したと
きに表示されたグラフや内視鏡画像に対応したパラメータが自動的に設定されるので、パ
ラメータを簡易な操作で設定することができる。特に、簡単な操作を繰り返すことで、好
みのブレンド率を有する画像が生成されるようなパラメータを設定することができる。
【００３６】
　また、パラメータの変化を示すグラフが表示されるので、具体的なパラメータの変化を
確認しながらパラメータを設定することができる。さらに、仮設定されたパラメータに基
づいて画像処理が実行され、内視鏡画像が更新されるので、パラメータに応じた内視鏡画
像の変化を確認しながら、かつ内視鏡画像から目を離さずにパラメータを設定することが
できる。
【００３７】
　また、ユーザがキャンセル操作を入力したときに、設定したパラメータを元に戻す、ま
たは所定値に設定することによって、パラメータの設定を即座に解除することができる。
例えば、観察中に病変部で出血が発生したなどの緊急時に、パラメータの設定に係るモー
ドを終了して速やかな止血処置等を行う必要があるが、このような場合に好適である。
【００３８】
　また、Ｘ方向およびＹ方向の２方向にのみ操作可能なレバー８ａを用いてパラメータの
設定を行うことが可能であるため、非常に簡易な操作のみでパラメータを設定することが
できる。したがって、手がほとんど塞がっている状態でもパラメータを設定することがで
きる。
【００３９】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。図９は、本実施形態によるデジタル画像処
理部３の構成を示している。本実施形態では、ブレンド部３２に対して、３種類のパラメ
ータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙが設定される。さらに、パラメータＢｋ，Ｂｘは８個のパラメータ
からなり、パラメータＢｙは７個のパラメータからなる。また、階調補正部３１ａ，３１
ｂに対しても、それぞれ階調補正に係るパラメータＣａ，Ｃｂを設定することが可能であ
る。
【００４０】
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　図１０は、パラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙの詳細を示している。第１の実施形態では、図
６および図７に示したように、パラメータは１本の直線で示されていたが、本実施形態で
は、パラメータは８本の折れ線で示される。折れ線の数は一例であり、これに限られるわ
けではない。各折れ線の傾きがパラメータＢｋ０～Ｂｋ７である。また、折れ線とグラフ
の軸との交点および折れ線同士の交点の座標がパラメータＢｘ０～Ｂｘ７，Ｂｙ１～Ｂｙ
７である。
【００４１】
　また、本実施形態による操作部８は、図１１に示すボタン８ｂを有している。ユーザが
ボタン８ｂを短く押下する（以下、Ｘ操作とする）と、表示画像に対応したパラメータを
決定するための決定操作を入力することができる。また、ユーザがボタン８ｂを長く押下
する（以下、Ｙ操作とする）と、決定したパラメータをキャンセルするためのキャンセル
操作を入力することができる。
【００４２】
　上記のＸ操作およびＹ操作に関しては、各種の変形が可能である。例えば、ボタン８ｂ
を１回押下する操作をＸ操作とし、ボタン８ｂを２回押下する操作をＹ操作としてもよい
。あるいは、ボタン８ｂの押し込み具合に応じた２種類の状態を設定可能とし、ボタン８
ｂを浅く押下する操作をＸ操作とし、ボタン８ｂを深く押し込む操作をＹ操作としてもよ
い。また、ボタン８ｂを前述した第１の実施形態で使用することも可能である。
【００４３】
　以下、図１２を参照しながら、パラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙの具体的な指定方法を説明
する。ブレンド率の調整が開始されると、表示されたグラフは、図１２に示すように変化
する。まず、図６および図７に示した方法と同様にして、点１２００，１２１０の位置が
決定される。点１２００，１２１０の位置が決定されると、点１２２０が直線１２３０上
を点１２００に向かって、または点１２１０に向かって移動する。
【００４４】
　点１２２０が所望の位置に到達したときにユーザがＸ操作を入力すると、点１２２０の
位置が固定されたまま、折れ線１２４０がその形状を変化させながら表示される。折れ線
１２４０の形状が所望の形状となったときにユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は
操作部８から出力された信号に基づいて、パラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙのそれぞれが決定
されたこと（各パラメータの決定操作が入力されたこと）を認識する。
【００４５】
　続いて、制御部１０は、決定されたパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをパラメータ格納部９
に格納する。また、制御部１０は、決定されたパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをデジタル画
像処理部３に設定する。デジタル画像処理部３は、パラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙに基づい
て、階調補正前の画像の各輝度に対応したブレンド率を算出し、このブレンド率を用いて
デジタル画像信号のブレンドを実行する。
【００４６】
　上記の処理が行われている間、第１の実施形態と同様に、グラフの変化に合わせて、内
視鏡画像も更新される。ただし、図１２の点１２２０が移動している間は、パラメータが
変化せず、内視鏡画像も変化しない。この間は、点１２２０の位置を確認するため、ユー
ザが内視鏡画像から一瞬目を離してグラフを見る必要がある。これに対して、図１３に示
すように、点１３００，１３１０の位置が決定された後、折れ線１３２０がその形状を変
化させながら表示されるようにしてもよい。このようにグラフが変化する場合には、ユー
ザが内視鏡画像から目を離さなくてもよい。
【００４７】
　以下、図１４を参照しながら、パラメータの指定に係る内視鏡システムの具体的な動作
の手順を説明する。ユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は、操作部８からの信号に
基づいて、パラメータの指定に係る制御を開始する。制御部１０による制御が開始される
と、内視鏡画像を含む開始画面が表示される（ステップＳ２００）。続いて、制御部１０
は、階調補正部３１ａのパラメータ（図中のパラメータＡ）、階調補正部３１ｂのパラメ



(9) JP 2009-136454 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

ータ（図中のパラメータＢ）、図１２の点１２００の位置（図中の第１の指定点），図１
２の点１２１０の位置（図中の第２の指定点）、折れ線上の変曲点（図１２の点１２２０
）の位置、および折れ線の曲率に初期値を設定する（ステップＳ２０１）。
【００４８】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、上記の値から算出したパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをデジタル画像処理部３に仮設
定する。グラフィック生成部４は、制御部１０からの指示に基づいてグラフィックデータ
を生成する。また、デジタル画像処理部３は、仮設定された各パラメータに基づいて、階
調補正前の画像の各輝度に対応したブレンド率を算出し、このブレンド率を用いてデジタ
ル画像信号のブレンドを実行する。ブレンド後のデジタル画像信号に対して、重畳部５に
よってグラフィックデータが重畳される。重畳部５によって処理されたデジタル画像信号
は画像出力部６を介して表示部７へ出力され、更新された内視鏡画像が表示部７によって
表示される（ステップＳ２０２）。
【００４９】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ２０３）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合に
は、制御部１０はパラメータＡを更新する（ステップＳ２０４）。この後、処理はステッ
プＳ２０２に戻る。また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、処理がステップ
Ｓ２０５に進む。
【００５０】
　図１５は、パラメータＡが決定されるまでに表示される画面を示している。スライダバ
ー１５００のバー１５００ａの位置がパラメータＡの値を示している。ステップＳ２０４
でパラメータＡが更新される毎に、パラメータＡの変化に合わせてバー１５００ａが上方
向または下方向に自動的に移動する。
【００５１】
　ステップＳ２０５では、制御部１０はパラメータＢを更新する（ステップＳ２０５）。
続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると共
に、各パラメータをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した動作と同様にして、更
新された内視鏡画像が表示部７によって表示される（ステップＳ２０６）。続いて、制御
部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否かを判定する（ス
テップＳ２０７）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合には、処理がステ
ップＳ２０５に戻る。また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、処理がステッ
プＳ２０８に進む。
【００５２】
　図１６は、パラメータＡの決定後、パラメータＢが決定されるまでに表示される画面を
示している。スライダバー１６００のバー１６００ａの位置がパラメータＢの値を示して
いる。ステップＳ２０５でパラメータＢが更新される毎に、パラメータＢの変化に合わせ
てバー１６００ａが上方向または下方向に自動的に移動する。
【００５３】
　ステップＳ２０８では、制御部１０は、第１の指定点（図１２の点１２００）の位置を
更新する（ステップＳ２０８）。続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィ
ックデータの生成を指示すると共に、現在の各種の値から算出したパラメータＢｋ，Ｂｘ
，Ｂｙをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した動作と同様にして、更新された内
視鏡画像とグラフが表示部７によって表示される（ステップＳ２０９）。続いて、制御部
１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否かを判定する（ステ
ップＳ２１０）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合には、処理がステッ
プＳ２０８に戻る。
【００５４】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、制御部１０は、第２の指定点（図
１２の点１２１０）の位置を更新する（ステップＳ２１１）。続いて、制御部１０はグラ
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フィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると共に、現在の各種の値から算
出したパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した動作
と同様にして、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示される（ステップ
Ｓ２１２）。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作さ
れたか否かを判定する（ステップＳ２１３）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなか
った場合には、処理がステップＳ２１１に戻る。
【００５５】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、制御部１０は、折れ線上の変曲点
（図１２の点１２２０）の位置を更新する（ステップＳ２１４）。続いて、制御部１０は
グラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると共に、現在の各種の値か
ら算出したパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した
動作と同様にして、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示される（ステ
ップＳ２１５）。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操
作されたか否かを判定する（ステップＳ２１６）。所定時間以内にボタン８ｂが操作され
なかった場合には、処理がステップＳ２１４に戻る。
【００５６】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、制御部１０は、折れ線の曲率を更
新する（ステップＳ２１７）。続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィッ
クデータの生成を指示すると共に、現在の各種の値から算出したパラメータＢｋ，Ｂｘ，
Ｂｙをデジタル画像処理部３に仮設定する。前述した動作と同様にして、更新された内視
鏡画像とグラフが表示部７によって表示される（ステップＳ２１８）。続いて、制御部１
０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否かを判定する（ステッ
プＳ２１９）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合には、処理がステップ
Ｓ２１７に戻る。
【００５７】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、最終的な画像を確認するための画
面が表示され（ステップＳ２２０）、確認メッセージが表示される（ステップＳ２２１）
。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂの操作内容を判定す
る（ステップＳ２２２）。Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ２００に戻る
。また、Ｘ操作が入力された場合には、制御部１０は、パラメータが最終決定されたと判
断する。この場合、制御部１０は、仮設定されているパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙをパラ
メータ格納部９に格納すると共に、デジタル画像処理部３に設定する（ステップＳ２２３
）。以上の処理が終了すると、制御部１０は、パラメータの指定に係る制御を終了する。
次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処理部３にパラメータ
が固定される。
【００５８】
　上記のステップＳ２００～Ｓ２２１の処理が行われている間、Ｙ操作が入力された場合
、制御部１０は、パラメータの設定がキャンセルされたと判断する。この場合、制御部１
０は、前回設定されたパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙ、あるいはパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂ
ｙとして設定可能な所定値をパラメータ格納部９から読み出し、デジタル画像処理部３に
設定する（ステップＳ２２４）。次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デ
ジタル画像処理部３にパラメータが固定される。
【００５９】
　上述したように、本実施形態によれば、パラメータを簡易な操作で設定することができ
る。また、設定可能なパラメータの数を増やすことによって、より複雑なブレンド率を設
定することができる。
【００６０】
　（第３の実施形態）
　次に、本発明の第３の実施形態を説明する。本実施形態による操作部８は図１１に示し
たボタン８ｂを有しているが、図２に示したレバー８ａを有していてもよい。本実施形態
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では、予め用意された複数のパラメータセットの中から、所望のパラメータセットを設定
することが可能である。パラメータセットとは、デジタル画像処理部３に設定される個々
のパラメータＢｋ，Ｂｘ（あるいはパラメータＢｋ，Ｂｘ，Ｂｙ）の組合せのことである
。
【００６１】
　図１７は、パラメータセットが決定されるまでに表示される画面を示している。スライ
ダバー１７００のバー１７００ａの位置がパラメータセットの種類を示している。ユーザ
がＸ操作を入力してパラメータセットを決定するまで、バー１７００ａが上方向または下
方向に自動的に移動する。このバー１７００ａの移動に応じて、パラメータセットが変化
する。また、パラメータセットが変化している間、内視鏡画像も、パラメータセットの変
化に合わせて更新される。
【００６２】
　以下、図１８を参照しながら、パラメータの指定に係る内視鏡システムの具体的な動作
の手順を説明する。パラメータ格納部９には、予め複数のパラメータセットが格納されて
いるものとする。ユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は、操作部８からの信号に基
づいて、パラメータの指定に係る制御を開始する。制御部１０による制御が開始されると
、内視鏡画像とスライダバーを含む開始画面が表示される（ステップＳ３００）。続いて
、制御部１０は、初期設定用の所定のパラメータセットをパラメータ格納部９から読み出
す（ステップＳ３０１）。
【００６３】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、パラメータ格納部９から読み出したパラメータセットに含まれる各パラメータをデ
ジタル画像処理部３に仮設定する。グラフィック生成部４は、制御部１０からの指示に基
づいてグラフィックデータを生成する。また、デジタル画像処理部３は、仮設定された各
パラメータに基づいて、階調補正前の画像の各輝度に対応したブレンド率を算出し、この
ブレンド率を用いてデジタル画像信号のブレンドを実行する。ブレンド後のデジタル画像
信号に対して、重畳部５によってグラフィックデータが重畳される。重畳部５によって処
理されたデジタル画像信号は画像出力部６を介して表示部７へ出力され、更新された内視
鏡画像とスライダバーが表示部７によって表示される（ステップＳ３０２）。
【００６４】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ３０３）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合に
は、制御部１０は次のパラメータセットをパラメータ格納部９から読み出す（ステップＳ
３０４）。この後、処理はステップＳ３０２に戻る。
【００６５】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、最終的な画像を確認するための画
面が表示され（ステップＳ３０４）、確認メッセージが表示される（ステップＳ３０５）
。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂの操作内容を判定す
る（ステップＳ３０６）。Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ３００に戻る
。また、Ｘ操作が入力された場合には、制御部１０は、パラメータが最終決定されたと判
断する。この場合、制御部１０は、仮設定されている各パラメータを最終決定されたパラ
メータとしてパラメータ格納部９に格納すると共に、デジタル画像処理部３に設定する（
ステップＳ３０７）。以上の処理が終了すると、制御部１０は、パラメータの指定に係る
制御を終了する。次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処理
部３にパラメータが固定される。
【００６６】
　上記のステップＳ３００～Ｓ３０５の処理が行われている間、Ｙ操作が入力された場合
、制御部１０は、パラメータの設定がキャンセルされたと判断する。この場合、制御部１
０は、前回設定されたパラメータあるいは所定値をパラメータ格納部９から読み出し、デ
ジタル画像処理部３に設定する（ステップＳ３０８）。次にパラメータの指定に係る制御
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が開始されるまで、デジタル画像処理部３にパラメータが固定される。
【００６７】
　上述したように、本実施形態によれば、予め用意された複数のパラメータセットの中か
ら、好みのパラメータセットに含まれるパラメータを簡易な操作で設定することができる
。
【００６８】
　（第４の実施形態）
　次に、本発明の第４の実施形態を説明する。本実施形態による操作部８は図１１に示し
たボタン８ｂを有しているが、図２に示したレバー８ａを有していてもよい。本実施形態
では、予め用意された大量のパラメータセットの中から、所望のパラメータセットを高速
に設定することが可能である。
【００６９】
　以下、図１９を参照しながら、パラメータの指定に係る内視鏡システムの具体的な動作
の手順を説明する。パラメータ格納部９には、予め複数のパラメータセットが格納されて
いるものとする。また、各パラメータセットには番号が付与されており、類似するパラメ
ータセット同士の番号は近い番号となっている。図１９のステップＳ４００～Ｓ４０４は
図１８のステップＳ３００～Ｓ３０４と同様であるので、これらのステップの詳細な説明
を省略する。ただし、ステップＳ４０４では、全てのパラメータセットが選択候補となっ
ており、番号順にパラメータセットが選択され、パラメータ格納部９から読み出される。
【００７０】
　ステップＳ４０３において、所定時間以内にＸ操作が入力されたと判定された場合の処
理は以下のようになる。Ｘ操作が入力された時点で仮設定されていたパラメータセットの
番号をｉとすると、制御部１０は、ｉ－Ｍからｉ＋Ｎ（ｉ，Ｍ，Ｎはそれぞれ整数）まで
の番号が付与されているパラメータセットを選択候補とする（ステップＳ４０５）。これ
によって、パラメータセット全体のうち一部のパラメータセットのみが以降の処理で使用
されるようになる。
【００７１】
　ステップＳ４０５に続くステップＳ４０６～Ｓ４０８はステップＳ４０４，Ｓ４０２，
Ｓ４０３と同様であるので、これらのステップの詳細な説明を省略する。ただし、ステッ
プＳ４０６では、ステップＳ４０５で選択された番号の範囲内で番号順にパラメータセッ
トが選択され、パラメータ格納部９から読み出される。また、ステップＳ４０８でボタン
操作の有無の判定に用いる時間の閾値は、ステップＳ４０３で判定に用いる時間の閾値よ
りも大きな値に設定される。
【００７２】
　したがって、ステップＳ４０２での内視鏡画像とスライダバーの更新はステップＳ４０
７でのものよりも高速に行われる。すなわち、高速に画像を更新しながらユーザに好みの
パラメータセットの範囲を選択させた後、ゆっくりと画像を更新しながらユーザに好みの
パラメータセットを１つ選択させることになる。これによって、パラメータセットが大量
にある場合に、好みのパラメータセットを高速に設定することができる。
【００７３】
　ステップＳ４０４では、全てのパラメータセットを選択候補としているが、全てのパラ
メータセットをグループに分類し、各グループの代表的なパラメータセットのみを選択候
補としてもよい。この場合、Ｘ操作が入力された時点で仮設定されていたパラメータセッ
トが属するグループのパラメータセットのみがステップＳ４０５で選択候補となる。
【００７４】
　ステップＳ４０８において、所定時間以内にＸ操作が入力されたと判定された場合の処
理は以下のようになる。確認メッセージが表示された（ステップＳ４０９）後、仮設定さ
れているパラメータセットに含まれるパラメータの微調整を行うか否かが判定される。す
なわち、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否かを
判定する（ステップＳ４１０）。Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ４０４
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に戻る。また、Ｘ操作が入力された場合には、微調整確認メッセージが表示される（ステ
ップＳ４１１）。
【００７５】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ４１２）。Ｘ操作が入力された場合には、処理がステップＳ４１
３に進み、Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ４２３に進む。ステップＳ４
１３～Ｓ４２６は図１４のステップＳ２１１～Ｓ２２４と同様であるので、これらのステ
ップの詳細な説明を省略する。ただし、ステップＳ４１３，Ｓ４１６，Ｓ４１９で行われ
る各種の値の更新は、仮設定されている値の近傍の範囲内で行われる。
【００７６】
　パラメータの微調整に関しても、予め用意された微調整用のパラメータセットから所望
のパラメータセットを選択できるようにしてもよい。図２０はこの場合の内視鏡装置の動
作の手順を示している。図２０において、図１９と同一の処理には同一の符号が付与され
ている。ステップＳ４１２において、所定時間以内にＸ操作が入力されたと判定された場
合の処理は以下のようになる。
【００７７】
　制御部１０は、Ｘ操作が入力された時点で仮設定されていたパラメータセットに対応し
た微調整用のパラメータセットをパラメータ格納部９から読み出す（ステップＳ４３０）
。この微調整用のパラメータセットに関しては、ステップＳ４０５で選択候補となったパ
ラメータセットの全てまたは一部を微調整用のパラメータセットとしてもよい。
【００７８】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、パラメータ格納部９から読み出したパラメータセットに含まれる各パラメータをデ
ジタル画像処理部３に仮設定する。グラフィック生成部４は、制御部１０からの指示に基
づいてグラフィックデータを生成する。また、デジタル画像処理部３は、仮設定された各
パラメータに基づいて、階調補正前の画像の各輝度に対応したブレンド率を算出し、この
ブレンド率を用いてデジタル画像信号のブレンドを実行する。ブレンド後のデジタル画像
信号に対して、重畳部５によってグラフィックデータが重畳される。重畳部５によって処
理されたデジタル画像信号は画像出力部６を介して表示部７へ出力され、更新された内視
鏡画像とスライダバーが表示部７によって表示される（ステップＳ４３１）。
【００７９】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、ボタン８ｂが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ４３２）。所定時間以内にボタン８ｂが操作されなかった場合に
は、処理がステップＳ４３０に戻る。また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には
、処理がステップＳ４２２に進む。
【００８０】
　上述したように、本実施形態によれば、予め用意された複数のパラメータセットの中か
ら、好みのパラメータセットに含まれるパラメータを簡易な操作で設定することができる
。特に、パラメータセットが大量に用意されている場合に、好みのパラメータセットに含
まれるパラメータを高速に設定することができる。
【００８１】
　（第５の実施形態）
　次に、本発明の第５の実施形態を説明する。本実施形態による操作部８は、図２１に示
すレバー８ａとボタン８ｃを有している。レバー８ａの機能は前述した通りである。ただ
し、本実施形態のＹ操作は、直前の設定をやり直す指示を入力するためのものである。ま
た、ユーザがボタン８ｃを押下する（以下、Ｚ操作とする）と、決定したパラメータをキ
ャンセルするためのキャンセル操作を入力することができる。ボタン８ｃを設けずに、レ
バー８ａを倒すのではなく押下するとＺ操作を入力することができるようにしてもよい。
【００８２】
　図２２は、パラメータの指定に係る内視鏡装置の動作の手順を示している。図２２にお
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いて、図８と同一の処理には同一の符号が付与されている。本実施形態では、ステップＳ
１００～Ｓ１０９の処理が行われている間、Ｚ操作が入力された場合、制御部１０は、パ
ラメータの設定がキャンセルされたと判断する。また、ステップＳ１０５～Ｓ１０７の処
理が行われている間、Ｙ操作が入力された場合、処理がステップＳ１０４に戻る。
【００８３】
　上述したように、本実施形態によれば、パラメータを簡易な操作で設定することができ
る。また、状況に応じて２種類のキャンセル操作を選択することが可能なので、使い勝手
を向上することができる。
【００８４】
　（第６の実施形態）
　次に、本発明の第６の実施形態を説明する。本実施形態による操作部８は図２に示した
レバー８ａを有しているが、図１１に示したボタン８ｂを有していてもよい。また、本実
施形態によるデジタル画像処理部３は、フィルタ処理を行う構成を有している。
【００８５】
　図２３は、本実施形態によるデジタル画像処理部３の構成を示している。デジタル画像
信号（ＲＧＢ画像信号）を構成する各画素の信号が変換部３３に入力される。変換部３３
は、入力されたＲＧＢ画像信号を輝度信号Ｙと色差信号Ｃに変換して出力する。変換部３
３から出力された輝度信号Ｙはフィルタ演算部３４に入力される。フィルタ演算部３４は
、入力された輝度信号Ｙに対してフィルタ処理を実行する。逆変換部３５は、フィルタ演
算部３４から出力された輝度信号Ｙ’と、変換部３３から出力された色差信号ＣとをＲＧ
Ｂ画像信号に変換する。
【００８６】
　本実施形態では、フィルタ演算部３４に設定するパラメータであるフィルタ係数をユー
ザが指定することが可能である。以下、フィルタ係数の指定方法を説明する。図２４は、
表示部７が表示する画面を示している。内視鏡画像２４００と共に、フィルタ係数を示す
グラフ２４１０が表示される。
【００８７】
　表示されたグラフは、図２５に示すように変化する。まず、低域のゲインを示す点２５
００が矢印２５３０方向に移動する。点２５００が所望の位置に到達したときにユーザが
Ｘ操作を入力すると、点２５００の位置が固定され、中域のゲインを示す点２５１０が矢
印２５４０方向に移動する。点２５１０が所望の位置に到達したときにユーザがＸ操作を
入力すると、点２５１０の位置が固定され、高域のゲインを示す点２５２０が矢印２５５
０方向に移動する。点２５２０が所望の位置に到達したときにユーザがＸ操作を入力する
と、点２５２０の位置が固定され、各周波数域のゲインが決定される。このようにして決
定されたゲインに基づいたフィルタ係数が設定される。
【００８８】
　以下、図２６を参照しながら、フィルタ係数の指定に係る内視鏡システムの具体的な動
作の手順を説明する。ユーザがＸ操作を入力すると、制御部１０は、操作部８からの信号
に基づいて、フィルタ係数の指定に係る制御を開始する。制御部１０による制御が開始さ
れると、内視鏡画像とグラフを含む開始画面が表示される（ステップＳ５００）。続いて
、制御部１０は低域、中域、高域の各ゲインに初期値を設定する（ステップＳ５０１）。
【００８９】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、現在の各ゲインから算出したフィルタ係数をデジタル画像処理部３に仮設定する。
グラフィック生成部４は、制御部１０からの指示に基づいてグラフィックデータを生成す
る。また、デジタル画像処理部３は、仮設定されたフィルタ係数に基づいて、デジタル画
像信号のフィルタ処理を実行する。フィルタ処理後のデジタル画像信号に対して、重畳部
５によってグラフィックデータが重畳される。重畳部５によって処理されたデジタル画像
信号は画像出力部６を介して表示部７へ出力され、更新された内視鏡画像とグラフが表示
部７によって表示される（ステップＳ５０２）。
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【００９０】
　続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー８ａが操作されたか否か
を判定する（ステップＳ５０３）。所定時間以内にレバー８ａが操作されなかった場合に
は、制御部１０は低域のゲインを更新する（ステップＳ５０４）。この後、処理はステッ
プＳ５０２に戻る。また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、制御部１０は中
域のゲインを更新する（ステップＳ５０５）。
【００９１】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、現在の各ゲインから算出したフィルタ係数をデジタル画像処理部３に仮設定する。
前述した動作と同様にして、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示され
る（ステップＳ５０６）。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー
８ａが操作されたか否かを判定する（ステップＳ５０７）。所定時間以内にレバー８ａが
操作されなかった場合には、処理がステップＳ５０５に戻る。また、所定時間以内にＸ操
作が入力された場合には、制御部１０は高域のゲインを更新する（ステップＳ５０８）。
【００９２】
　続いて、制御部１０はグラフィック生成部４にグラフィックデータの生成を指示すると
共に、現在の各ゲインから算出したフィルタ係数をデジタル画像処理部３に仮設定する。
前述した動作と同様にして、更新された内視鏡画像とグラフが表示部７によって表示され
る（ステップＳ５０９）。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー
８ａが操作されたか否かを判定する（ステップＳ５１０）。所定時間以内にレバー８ａが
操作されなかった場合には、処理がステップＳ５０８に戻る。
【００９３】
　また、所定時間以内にＸ操作が入力された場合には、最終的な画像を確認するための画
面が表示され（ステップＳ５１１）、確認メッセージが表示される（ステップＳ５１２）
。続いて、制御部１０は、操作部８からの信号を監視し、レバー８ａの操作内容を判定す
る（ステップＳ５１３）。Ｙ操作が入力された場合には、処理がステップＳ５００に戻る
。また、Ｘ操作が入力された場合には、制御部１０は、ゲインが最終決定されたと判断す
る。この場合、制御部１０は、仮設定されている各ゲインから算出したフィルタ係数をパ
ラメータ格納部９に格納すると共に、デジタル画像処理部３に設定する（ステップＳ５１
４）。以上の処理が終了すると、制御部１０は、フィルタ係数の指定に係る制御を終了す
る。次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処理部３にパラメ
ータが固定される。
【００９４】
　上記のステップＳ１００～Ｓ１０９の処理が行われている間、Ｙ操作が入力された場合
、制御部１０は、フィルタ係数の設定がキャンセルされたと判断する。この場合、制御部
１０は、前回設定されたフィルタ係数、あるいはフィルタ係数として設定可能な所定値を
パラメータ格納部９から読み出し、デジタル画像処理部３に設定する（ステップＳ５１５
）。次にパラメータの指定に係る制御が開始されるまで、デジタル画像処理部３にパラメ
ータが固定される。
【００９５】
　上述したように、本実施形態によれば、パラメータを簡易な操作で設定することができ
る。
【００９６】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。例えば、上記では、画像のブレンド、階調補正処理、およびフィルタ処理に係るパ
ラメータの指定方法を示したが、他の画像処理に対するパラメータの指定も同様に可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
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【図１】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが備えるレバーの概略構成を示す
概略構成図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが備えるデジタル画像処理部の構
成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが表示する画面を示す参考図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフを示す参考図で
ある。
【図６】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフの変化を示す参
考図である。
【図７】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフの変化を示す参
考図である。
【図８】本発明の第１の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャー
トである。
【図９】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが備えるデジタル画像処理部の構
成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが備えるデジタル画像処理部に
設定されるパラメータを説明するための参考図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが備えるレバーの概略構成を示
す概略構成図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフを示す参考図
である。
【図１３】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフを示す参考図
である。
【図１４】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図１５】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが表示する画面を示す参考図で
ある。
【図１６】本発明の第２の実施形態による内視鏡システムが表示する画面を示す参考図で
ある。
【図１７】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムが表示する画面を示す参考図で
ある。
【図１８】本発明の第３の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図１９】本発明の第４の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図２０】本発明の第４の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図２１】本発明の第５の実施形態による内視鏡システムが備えるレバーおよびボタンの
概略構成を示す概略構成図である。
【図２２】本発明の第５の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図２３】本発明の第６の実施形態による内視鏡システムが備えるデジタル画像処理部の
構成を示すブロック図である。
【図２４】本発明の第６の実施形態による内視鏡システムが表示する画面を示す参考図で
ある。
【図２５】本発明の第６の実施形態による内視鏡システムが表示するグラフを示す参考図
である。
【図２６】本発明の第６の実施形態による内視鏡システムの動作の手順を示すフローチャ
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ートである。
【符号の説明】
【００９８】
　１・・・イメージャ、２・・・イメージャＩ／Ｆ、３・・・デジタル画像処理部、４・
・・グラフィック生成部、５・・・重畳部、６・・・画像出力部、７・・・表示部、８・
・・操作部、８ａ・・・レバー（入力部）、８ｂ，８ｃ・・・ボタン（入力部）、９・・
・パラメータ格納部、１０・・・制御部（パラメータ制御部、パラメータ設定部）、３１
ａ，３１ｂ・・・階調補正部（処理部）、３２・・・ブレンド部（混合部）、３３・・・
変換部、３４・・・フィルタ演算部（処理部）、３５・・・逆変換部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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